


資料１

「奇跡の一本松」つぎ木成功のポイント

これまで<林木遺伝子銀行110番>で増殖を行う場合、木の活動が休止している冬が
適期ですが、今回は木が活動を開始した4月下旬に行ったことから、少しでも多くの
穂木が育つよう、つぎ木のタイミング、塩分の除去等においてこれまでの技術ノウ
ハウを活かしつつ、特に細心の注意を払い行いました。

（活着した「奇跡の一本松」のクローン苗



天然記念物の樹木や巨樹・名木等は、生物学的に貴重であるとともに地域のシンボルや
信仰の対象として文化的にも重要です。このような樹木の後継クローン苗木の増殖の要請
があった場合に、さし木やつぎ木により増殖し、後継苗木を里帰りさせるとともに、所内
に保存して研究材料として活用しています。

北海道乙部町,林野庁指定森の巨人たち百選「縁桂」

石川県金沢市、国指定特別名勝兼六園の「根上松」

岩手県滝沢村、村指定天然記念物「五龍のフジ」

埼玉県川越市、 (旧)市指定巨樹・古木・名木
「實相院の赤松」

熊本県阿蘇市、 (旧)市指定天然記念物「産神社の杉」

京都府京都市、(旧)市指定
保存樹「御車返しのさくら」

東京都台東区、記念樹「グラントヒノキ」

110番

（後継苗木を養成
中に親木が枯死）

（台風で倒壊した親
木の小枝から養成し
た後継苗木が里帰
り）

（第１８代アメリカ合衆国大統領が、
約120年前に植えたローソンヒノキ）

（特別名勝「兼六
園」のシンボル的
な樹木のひとつ）

(縁結びの神 が宿るとされるカツラ)

（あたかも５頭の龍が大
空へ舞い上がる姿を思
わせるところから五龍の
フジと命名）

（枯死寸前に要請があ
り、後継苗木が里帰り）

［写真は、京都市の保存樹
（京都市、2005）より引用］

これまでに、８５ 件の親木について後継クロ－ン
苗木を里帰りさせました。里帰りした後継苗木の中
には、親木が台風や病気により枯れたり倒れたりし
たため伐採されたものもあります。

(平成23年3月31日現在）

林木遺伝子銀行110番

独立行政法人森林総合研究所林木育種センター
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